様式１-３（区分３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　令和　　年　　月　　日
令和8年度　山梨大学“越境”による拡張型博士人材の育成プロジェクト申請書

	(申請時)
学籍番号・氏名・
eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	学籍番号
	
	氏名
	

	
	eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	専攻（当てはまるものに☑）
	□医学専攻　　　　　　　　　　□　ヒューマンヘルスケア学専攻
□工学専攻　　　　　　　　　　□　統合応用生命科学専攻

	コース
	

	指導教員名
	

	研究題目
	

	希望する進路
	□アカデミア　　□企業　　□官公庁　　□起業　　□海外　　□その他

	日本学術振興会特別研究員への申請経験
	□あり（申請年度（おおよその順位）：　　　　年（A・B・C））　□なし

	申請後または合格後の在学中の状況について☑をおねがいします
□休学中ではない
□標準修業年限を超過していない

□日本学術振興会特別研究員ではない
□本学博士課程支援事業採択者ではない
□上記のチェック内容について事実と相違ありません
該当するいずれかに☑をおねがいします
　　　□生活費相当額として十分な水準（240万円以上/年）で、給与・役員報酬等の安定的・固定的収入を得ていると認められる者（いわゆる社会人）のうち、日本の法人格を有する会社法人、国家公務員、地方公務員、企業以外の法人（独立行政法人、財団法人/社団法人、医療法人、NPO法人等）の職員等
　　　□海外の機関・法人のみに所属し、かつその所属が海外の大学及び公的研究機関等非営利の機関・法人である者（収入の有無に関わらず）
　　　□日本政府から奨学金を得ている留学生（国費外国人留学生制度の対象学生）のうち、政府所属の者（収入の有無に関わらず）
□上記チェック内容について事実と相違ありません
以下の点について指導教員の確認をおねがいします
　　　□申請者の研究計画は博士論文として妥当である
　　　□申請者は本研究費を適切に管理・使用できる
　　　□標準修業年限内に修了見込みである
　　　□申請時において休学・長期離脱予定がない
□上記のチェック内容について事実と相違ありません

	(※)制度の趣旨に鑑み、以下の義務を負うこと確認の上、申請してください。
（1）支援学生に決定後、具体的な研究計画書を提出すること

（2）出産・育児に係る中断または傷病を理由とする中断の場合を除き、研究計画を踏まえた研究活動に専念すること

（3）本学が実施する研究力向上、キャリア支援に関するプログラム等に積極的に参加すること

（4）研究活動やキャリア支援に関するプログラムへの参加の状況を定期的に本学に報告すること

（5）研究活動に際しては、研究費の原資が公的資金であることを十分認識し、関係する法令等を遵守のうえ、不正行為のないよう効率的に研究を実施すること。また、倫理教育に関する教材の通読・履修を行い、本学において実施する研究倫理教育を受講すること


＜申請書の記載については以下によること。＞
・文字の大きさ　　10.5P
・適宜図や表を用いて良い
・研究計画はA4・2枚（4ページ）以内で記載すること

・以下を参照すること
別紙1-2「区分の判断チャート」
学籍番号・氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

１．研究計画
	（１）背景と目的　


	（２）学術的独自性、社会インパクト　



学籍番号・氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	（３）いつ何をどこまで明らかにするか


	（４）本支援（研究費）がなければ実施できない内容はなにか


	（５）研究業績、自己アピールなど
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